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反対 　

平
成
19
年
度
多
古
町
一
般
会
計
決
算
の
認
定

に
反
対
の
意
見
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
長
は
、

小
泉
内
閣
以
来
の
「
構
造
改
革
」
路
線
を
止
め

て
、
住
民
の
福
祉
、
く
ら
し
、
地
域
経
済
を
守

る
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
努
力
し
た
か
で
あ
り
ま

す
。
平
成
の
大
合
併
で
、
多
古
町
は
独
立
の
道

を
選
択
し
ま
し
た
。
今
ま
た
更
な
る
合
併
を
目

指
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
構
造
改
革
そ
の

も
の
で
す
。
合
併
に
よ
り
、
職
員
が
い
な
く
な

り
、
自
治
体
病
院
が
な
く
な
り
、
学
校
が
な
く

な
っ
て
い
く
政
治
で
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
町
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
、

根
本
的
な
転
換
が
必
要
で
す
。
こ
の
多
古
町
版

が
、
行
革
大
綱
に
基
づ
く
町
政
運
営
で
す
。
学

校
給
食
を
全
面
民
間
委
託
に
す
る
こ
と
は
、
公

的
職
場
に
、
不
安
定
な
雇
用
環
境
を
持
ち
込
み
、

低
賃
金
、
不
正
規
雇
用
の
温
床
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
ま
た
、
教
育
の
一
貫
と
し
て
の
給
食
の

あ
り
方
、
食
の
安
全
面
も
問
題
で
す
。
今
般
発

覚
し
た
汚
染
米
が
、
民
間
業
者
を
通
し
て
、
学

校
や
病
院
給
食
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
公

設
民
営
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

　

国
が
社
会
保
障
費
の
自
然
増
分
２
、２
０
０
億

論

●一般会計･･･････････････････････認　定【賛成多数】

●学校給食センター事業特別会計･･･認　定【賛成多数】

●国民健康保険事業特別会計･･･････認　定【賛成多数】

●老人保健特別会計･･･････････････認　定【賛成多数】

●農業集落排水事業特別会計･･･････認　定【賛成全員】

●介護保険事業特別会計･･･････････認　定【賛成多数】

●国保多古中央病院事業会計･･･････認　定【賛成全員】

●水道事業会計･･･････････････････認　定【賛成多数】

平成 19 年度

各会計決算の採決結果

平
成
19
年
度
決
算
を

椎名 義光 議員

予
算
が
計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ
た
こ
と
を

評
価
し
ま
す

賛成

し
ま
し
た

住
民
の
福
祉
、
く
ら
し
、
地
域
経
済
を

守
る
た
め
、
ど
れ
だ
け
努
力
し
た
か

加瀬 芳廣 議員

　

自
ら
が
賛
成
し
た
予
算
が
計
画
ど
お
り
執
行

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
討
論
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
町
税
の
予
算
額
に
対
す

る
収
入
率
は

104.
86
%
、
歳
出
の
執
行
率
は

96
.

52
%
で
あ
り
ま
す
。
財
政
の
健
全
化
判
断

比
率
、
資
金
不
足
比
率
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
も
に

赤
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
質
公
債
比
率
も
基

準
値
が
25.
0
に
対
し
11.
5
、
将
来
負
担
率
も

基
準
値
が

350.
0
に
対
し
20.
２
で
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
、
歳
入
歳
出
と
も

計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ
、
地
元
産
に
対
す
る
配

慮
、
食
育
の
取
り
組
み
も
考
慮
・
配
慮
が
あ
り

ま
す
。

　

健
康
保
険
事
業
は
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
も
あ
り
、
執
行
率
も
92.
4
%
で
す
。
老
人

保
健
は
、
歳
入
歳
出
と
も
計
画
ど
お
り
、
農
業

集
落
排
水
事
業
も
、
収
入
率
99.
8
%
執
行
率

98.
5
%
で
計
画
ど
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
収
入

の
82.
8
%
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
賄

わ
れ
て
い
る
の
で
、
供
用
率
の
向
上
と
未
収
金

討
の
回
収
に
努
力
を
望
み
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
会
計
で
は
、
収
入
率
99.
8
%
、

執
行
率
は
96.
5
%
で
計
画
ど
お
り
で
す
。
介

護
保
険
制
度
も
住
民
に
徐
々
に
理
解
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
層
の
信
頼
と
理
解
の
向

上
に
努
力
を
願
い
ま
す
。

　

病
院
会
計
で
は
、
入
院
・
外
来
収
入
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
減
で
、
人
件
費
抑
制
が
な
さ
れ

た
も
の
の
費
用
全
体
で
は
4.
4
%
の
減
で
す
。

3
億
3
5
0
万
円
ほ
ど
の
欠
損
額
を
計
上
し
て

い
る
が
、
電
気
メ
ス
及
び
出
血
止
め
装
置
等
の

購
入
が
あ
り
、
勤
務
す
る
者
が
や
る
気
の
出
せ

る
よ
う
配
慮
を
し
た
設
備
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
常
勤
内
科
医
の
確
保
と
同
時
に
、
地
域
住

民
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
を
望
み
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
主
た
る
目
的
で
あ
る
安
全
・
安

心
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
こ
と
が
第
一
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
の
設
備
、
施
設
の

整
備
が
な
さ
れ
、
高
利
率
の
公
的
資
金
償
還
免

除
に
よ
り
繰
り
上
げ
償
還
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、賛
成
の
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

円
を
毎
年
削
る
こ
と
を
国
民
に
押
し
付
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
国
保
税
の
負
担
増
と
し

て
、
住
民
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。
国
保
税
の
引

き
下
げ
や
減
免
に
使
う
こ
と
が
、
住
民
の
側
を

向
い
た
、
税
金
の
使
い
方
で
す
。
水
道
料
金
も
、

減
価
償
却
費
が
増
え
る
の
で
赤
字
と
な
り
、
料

金
改
定
が
必
要
と
の
考
え
方
は
、
余
り
に
も
経

営
主
義
的
な
考
え
方
で
、
理
解
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

財
政
か
ら
み
て
も
、
税
金
の
使
い
方
を
変
え

て
い
く
こ
と
は
可
能
で
す
。
一
般
会
計
の
基
金

総
積
み
立
て
額
と
地
方
債
の
現
在
高
は
拮
抗
し

て
い
ま
す
の
で
、
無
理
な
財
政
状
況
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
歳
入
で
は
、
他
町
に
な
い

タ
バ
コ
税
２
億
円
余
が
、
交
付
税
と
相
殺
さ
れ

て
し
ま
う
仕
組
み
を
、
打
ち
破
る
知
恵
を
出
す

こ
と
を
求
め
ま
す
。
反
対
議
案
で
は
な
い
が
、

集
落
排
水
に
年
１
億
円
余
り
繰
り
出
す
こ
と
か

ら
、
未
実
施
地
域
へ
の
合
併
浄
化
槽
設
置
に
対

す
る
補
助
金
充
実
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
病
院

を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
に
よ
り
支
え
る

こ
と
は
当
然
で
す
。


